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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 42,668 43.2 △1,558 ― △2,067 ― △3,234 ―

22年3月期第2四半期 29,790 △71.0 △6,283 ― △6,492 ― △9,382 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △19.68 ―

22年3月期第2四半期 △57.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 147,349 82,187 54.2 486.45
22年3月期 145,370 88,271 59.2 523.52

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  79,915百万円 22年3月期  86,031百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

※期末配当は今後業績動向を見極めつつ検討することとしており、現時点では未定であります。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 96,000 59.1 1,200 ― 200 ― △1,200 ― △7.30

2020054
画像



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1. 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な不確定要因によって予想数値と
異なる場合があります。 
2. 配当の状況に関しましては、23年3月期の期末配当は今後業績動向を見極めつつ検討することとしており、現時点では未定であります。予想が可能にな
り次第、速やかに公表いたします。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「2. その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  168,775,770株 22年3月期  168,775,770株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  4,491,298株 22年3月期  4,444,005株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  164,308,310株 22年3月期2Q  164,346,126株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、在庫調整の進展や、中国等アジアを中心とした

海外経済の回復を背景として、輸出、生産の増加などにより、緩やかな回復基調で推移いたしました。

一方、この期間は円高の進展の影響を受け、輸出は減速傾向を示しました。 

 工作機械業界におきましては、平成20年９月の金融危機による世界的な投資抑制からの回復局面にあ

り、中国を中心とした新興国が需要を大きく押し上げ、日本・米州・欧州市場でも着実な需要の回復が

見られました。業界受注額は、平成21年１月の190億円を底に、平成22年９月では920億円まで回復して

おります。 

 このような状況の中で、当企業グループは、顧客拡大、生産改革、体質強化のための諸施策により、

受注・売上の増加、収益の底上げを進めてまいりました。 

 顧客拡大におきましては、グローバル販売・サービス体制の強化、グローバル市場に向けた新商品・

新技術の開発を進めてまいりました。 

 新興国への販売・サービス体制の強化として、中国においては長春・済南に拠点を設立、また本社か

らの技術支援の強化を進めました。インドにおいては新たにバンガロールに拠点を設立いたしました。

 新商品開発については、高品質・高付加価値を追求するプレミアム・プロダクトを商品戦略の基軸と

して、新しい領域である高速横形マシニングセンタ「MB-1000Hシリーズ」を一斉開発し、また、高性能

でありながら価格を市場ニーズにマッチさせた「GENOSシリーズ」において、マシニングセンタシリー

ズに加え、新たに旋盤シリーズを展開するなど、商品力の強化を進めてまいりました。 

 新技術開発については、当企業グループの強みの一つである機電融合技術を活かした知能化技術「加

工ナビ」を新たな付加価値創造モデルとして市場にアピールしてまいりました。 

 生産改革におきましては、国内２工場（愛知県丹羽郡大口町、岐阜県可児市）での集中生産体制の

下、受注拡大に合わせて生産能力を引き上げながら、製造効率の向上、リードタイム短縮に取り組んで

まいりました。 

 体質強化におきましては、生産改革による効率向上に加え、コストダウンの加速、品質のさらなる向

上に取り組み、短期的な収益確保と成長期での収益拡大への基盤づくりを進めてまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間における連結受注高は513億９千２百万円（前年同四半期比

112.7％増）、連結売上高は426億６千８百万円（同43.2％増）、営業損失は15億５千８百万円（前年同

四半期は営業損失62億８千３百万円）、経常損失は20億６千７百万円（前年同四半期は経常損失64億９

千２百万円）、四半期純損失は32億３千４百万円（前年同四半期は四半期純損失93億８千２百万円）と

なりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して19億７千８百万円増加

し、1,473億４千９百万円となりました。主な要因は、「現金及び預金」の増加45億８千６百万円、

「受取手形及び売掛金」の増加37億７千２百万円、機械装置及び運搬具を含む「有形固定資産」の減少

37億４千５百万円、及び「投資有価証券」の減少20億７千６百万円によるものであります。また、負債

は前連結会計年度末と比較して、80億６千３百万円増加いたしました。主な要因は、「支払手形及び買

掛金」の増加74億５百万円によるものであります。純資産は、利益剰余金の減少32億３千４百万円、

「為替換算調整勘定」の減少16億１千５百万円、及び「その他有価証券評価差額金」の減少12億４千１

百万円により、60億８千４百万円の減少となりました。この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己

資本比率は54.2％となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（連結キャッシュ・フローの状況に関する定性的情報） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して46億３百

万円増加し、394億２千８百万円となりました。営業活動によるキャッシュ・フローは、22億５千８百

万円の収入となりました（前年同四半期連結累計期間は76億７千７百万円の収入）。主な要因は、税金

等調整前四半期純損失28億３千３百万円、減価償却費26億６千万円、売上債権の増加45億３千３百万

円、たな卸資産の増加11億４千２百万円、及び仕入債務の増加80億７千４百万円によるものでありま

す。投資活動によるキャッシュ・フローは、12億１千５百万円の収入となりました（前年同四半期連結

累計期間は17億４千３百万円の支出）。主な要因は、有形固定資産の売却による収入21億７千５百万円

によるものであります。財務活動によるキャッシュ・フローは、19億２千万円の収入となりました（前

年同四半期連結累計期間は43億５千１百万円の支出）。主な要因は、長期借入れによる収入65億７百万

円、及び長期借入金の返済による支出44億１千９百万円によるものであります。 

  

今後の経済情勢の見通しにつきましては、くすぶる欧州の金融不安、アメリカの景気の伸び悩み、中

国の成長減速懸念、そして不安定な為替情勢など、景気の回復度合いは不透明な状況にあります。 

 工作機械需要につきましては、内需においては先行き不透明感が強いものの、中国をはじめとした新

興国の需要による押し上げ、先進国市場での需要拡大に牽引され、回復基調で推移するものと思われま

す。 

 このような状況の下で当企業グループは、上半期で進めてきた顧客拡大、生産改革、体質強化の諸施

策を加速して進めてまいります。 

 顧客拡大におきましては、プレミアム・プロダクトが提供する付加価値をグローバルにアピール、新

興国を中心に販売・サービスネットワークの充実・強化により受注・売上の拡大を進めてまいります。

 生産改革におきましては、当企業グループが掲げる「高効率スピード生産」に向けて、製造効率のさ

らなる向上、生産リードタイムの短縮を加速いたします。海外におきましては、「GENOSシリーズ」の

ユニット生産の本格展開、中国での生産体制を強化し、グローバルでの製品供給能力を高めてまいりま

す。 

 体質強化におきましては、製造効率の向上、製造変動費の引き下げなどにより、収益力の強化を図っ

てまいります。 

 このような諸施策を確実に実行し、定着する円高への対応、今期の収益の向上、さらには来期の成長

戦略へ繋げてまいります。 

 以上を踏まえ、平成22年４月30日に公表いたしました平成23年３月期の通期の業績予想を修正してお

ります。 

 通期の連結業績予想の修正数値につきましては、下表のとおりであります。 

 
修正後の予想の前提となる為替レートは、通期で1ドル＝84円、1ユーロ＝113円としております。 

なお、具体的内容につきましては、本日（平成22年11月４日）公表しております「平成23年３月期第

２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異及び平成23年３月期通期連結業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業損益 経常損益 当期純損益
１株当たり
当期純損益

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （円）

平成23年３月期（修正後の予想） 96,000 1,200 200 △1,200 △7.30

平成22年３月期（実績） 60,336 △15,023 △15,651 △18,814 △114.48

増減率 59.1％ ― ― ― ―
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 該当事項はありません。 

  

１ 簡便な会計処理 

① 固定資産の減価償却費の算定方法  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

２ 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

① 税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人

税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

  資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 なお、これによる営業損益、経常損益及び税金等調整前四半期純損益に与える影響は軽微でありま

す。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 44,195 39,608

受取手形及び売掛金 20,589 16,816

たな卸資産 31,652 31,798

その他 2,777 2,772

貸倒引当金 △684 △636

流動資産合計 98,530 90,359

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,893 16,591

その他（純額） 12,960 16,007

有形固定資産合計 28,853 32,599

無形固定資産 2,739 3,242

投資その他の資産

投資有価証券 13,263 15,340

その他 4,026 3,893

貸倒引当金 △64 △64

投資その他の資産合計 17,225 19,168

固定資産合計 48,819 55,010

資産合計 147,349 145,370
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,760 9,354

短期借入金 130 269

1年内返済予定の長期借入金 12,539 11,837

未払法人税等 353 671

賞与引当金 891 834

その他の引当金 196 168

その他 5,968 6,265

流動負債合計 36,841 29,401

固定負債

社債 5,000 5,000

長期借入金 19,819 18,434

退職給付引当金 827 792

その他の引当金 81 77

負ののれん 256 505

その他 2,334 2,888

固定負債合計 28,320 27,697

負債合計 65,161 57,098

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 41,673 41,673

利益剰余金 30,546 33,780

自己株式 △3,201 △3,176

株主資本合計 87,018 90,277

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △633 607

為替換算調整勘定 △6,468 △4,853

評価・換算差額等合計 △7,102 △4,246

少数株主持分 2,271 2,240

純資産合計 82,187 88,271

負債純資産合計 147,349 145,370
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 29,790 42,668

売上原価 25,480 33,692

売上総利益 4,309 8,976

販売費及び一般管理費 10,593 10,534

営業損失（△） △6,283 △1,558

営業外収益

受取利息 45 68

受取配当金 116 100

負ののれん償却額 259 248

持分法による投資利益 13 31

その他 328 176

営業外収益合計 763 626

営業外費用

支払利息 300 420

為替差損 353 444

その他 317 269

営業外費用合計 972 1,135

経常損失（△） △6,492 △2,067

特別利益

固定資産売却益 86 －

投資有価証券売却益 37 －

特別利益合計 123 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 765

特別損失合計 － 765

税金等調整前四半期純損失（△） △6,368 △2,833

法人税等 2,981 310

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △3,144

少数株主利益 32 89

四半期純損失（△） △9,382 △3,234

オークマ㈱ (6103) 平成23年3月期 第2四半期決算短信

－7－



(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △6,368 △2,833

減価償却費 2,814 2,660

負ののれん償却額 △259 △248

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31 70

賞与引当金の増減額（△は減少） △117 60

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15 13

受取利息及び受取配当金 △162 △169

支払利息 300 420

為替差損益（△は益） △50 249

持分法による投資損益（△は益） △13 △31

投資有価証券評価損益（△は益） － 765

投資有価証券売却損益（△は益） △37 －

固定資産売却損益（△は益） △86 －

売上債権の増減額（△は増加） 14,348 △4,533

たな卸資産の増減額（△は増加） 8,464 △1,142

仕入債務の増減額（△は減少） △13,197 8,074

その他 229 △848

小計 5,805 2,509

利息及び配当金の受取額 193 205

利息の支払額 △303 △448

法人税等の支払額 △1,142 △675

法人税等の還付額 3,124 668

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,677 2,258

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △2,700 －

有形固定資産の取得による支出 △1,171 △405

有形固定資産の売却による収入 2,989 2,175

無形固定資産の取得による支出 △714 △472

投資有価証券の取得による支出 △90 △22

投資有価証券の売却による収入 88 －

その他 △146 △59

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,743 1,215

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △7,000 △133

長期借入れによる収入 7,000 6,507

長期借入金の返済による支出 △4,002 △4,419

リース債務の返済による支出 △16 △8

自己株式の売却による収入 1 0

自己株式の取得による支出 △3 △24

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

配当金の支払額 △328 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,351 1,920

現金及び現金同等物に係る換算差額 14 △791

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,596 4,603

現金及び現金同等物の期首残高 26,376 34,825

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,973 39,428
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

  ① 受注状況 

   
(注) 受注高、受注残高には消費税等は含まれておりません。 

  

  

   
(注) 売上高には消費税等は含まれておりません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

(1)製品別受注及び販売の状況 

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

受注高 受注残高 受注高 受注残高

ＮＣ旋盤 4,460 4,466 15,069 8,520

マシニングセンタ 12,842 14,408 23,773 19,194

複合加工機 5,227 3,680 10,189 5,350

ＮＣ研削盤 416 523 693 606

その他 1,220 561 1,666 1,136

合計 24,166 23,640 51,392 34,808

② 販売実績

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 構成比(％) 売上高 構成比(％)

ＮＣ旋盤 6,574 22.1 12,446 29.2

マシニングセンタ 16,314 54.8 18,904 44.3

複合加工機 5,639 18.9 9,281 21.7

ＮＣ研削盤 441 1.5 804 1.9

その他 819 2.7 1,231 2.9

合計 29,790 100.0 42,668 100.0
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(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 米州……アメリカ 

(2) 欧州……ドイツ 

(3) アジア・パシフィック……中国、台湾、オーストラリア 

  

  

 
  

  

   
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) 米州……アメリカ、ブラジル、カナダ 

(2) 欧州……ドイツ、ロシア、イタリア 

(3) アジア・パシフィック……中国、タイ、オーストラリア、韓国、台湾 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。 

(2)所在地別情報及び海外売上高

①所在地別情報

前第２四半期連結累計期間(自平成21年４月１日 至平成21年９月30日)

日本 
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

 売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

17,892 6,048 4,188 1,661 29,790 ― 29,790

(2) 所在地区分間の
内部売上高又は
振替高

4,942 25 125 757 5,850 ( 5,850) ―

計 22,834 6,073 4,313 2,418 35,640 ( 5,850) 29,790

 営業損益 △5,863 △468 △455 △145 △6,933 650 △6,283

当第２四半期連結累計期間(自平成22年４月１日 至平成22年９月30日)

日本 
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

 売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

24,927 9,270 5,086 3,383 42,668 ― 42,668

(2) 所在地区分間の
内部売上高又は
振替高

11,467 23 38 806 12,337 (12,337) ―

計 36,395 9,294 5,125 4,190 55,005 (12,337) 42,668

 営業損益 △2,133 336 △252 191 △1,858 299 △1,558

②海外売上高

前第２四半期連結累計期間(自平成21年４月１日 至平成21年９月30日)

米州 欧州
アジア・ 

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 6,087 4,239 6,603 16,931

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 29,790

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

20.4 14.2 22.2 56.8

当第２四半期連結累計期間(自平成22年４月１日 至平成22年９月30日)

米州 欧州
アジア・ 

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 9,299 5,151 11,096 25,546

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 42,668

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

21.8 12.1 26.0 59.9
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